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に ほ ん わ い え ー さ っ か く ら ぶ

イラスト
麻兎さん ４点
点線囲みの2点が
峰亀さん

募集とお願い

に ほ ん わ い え ー さ っ か く ら ぶ

ご協力ありがとうございました。

協力・加藤寛子、黒川裕子、こまつあやこ、三辺律子、
須賀千絵、ひこ・田中、野沢佳織、山口鈴江、令丈ヒロ子
（50音順敬称略2019年5月～11月末）

編集アドバイザー・門田奈穂子（YARC)
校閲・神戸遥真 （敬称略）
編集・デザイン 梨屋アリエ

★次号の「表紙イラスト」ボランティアさん募集中！ イラスト描
きが得意な30歳未満のアマチュアのかた。ＹＡ小説の表紙っ
ぽい絵や、中高生や若い人が好むタッチの絵柄で、オリジナル
のモノクロのイラスト。絵のサイズはＢ６サイズぐらいで四方が
直線のもの。紙に手描き・デジタルどちらでも可。掲載の場合、
薄謝として1000円分の図書カードを差し上げます。まずはご
連絡ください。第３号の表紙イラストは麻兎さんと峰亀さん姉
妹にご協力いただきました。

★「ＹＡ読書応援団！」情報募集中！ ＹＡ（人・本）やＹＡの読書
活動を応援しているグループ・団体を当会員が取材して、ニュ
ーズレターで紹介していきます。ＹＡ読書応援団と呼べる活動
をされているかたについてぜひ情報をお寄せください。

★ニューズレター個人購読登録（送料＋カンパ）とご寄付のお
願い 直接受け取りを希望されるかたは、購読登録にご協力く
ださい。カンパ含めて「４号」と「５号」分の送料として下記の
口座に1000円ご入金のうえ、送付先の住所とお名前をお知
らせください。1部ずつ郵送いたします。第４号は2020年７月
ごろ発送予定です。2部以上ご希望のかたはご相談ください。
ニューズレターはみなさまからの寄付で作成、配布しています。
印刷費用以上に送料や雑費などの経費がかかります。日本Ｙ
Ａ作家クラブの活動にご賛同いただける会員、非会員のみな
さまに、ご協力をお願いします。お振り込み手続き完了後に必
ずメールでご連絡ください。
銀行振り込みの場合
ゆうちょ銀行 〇二八店（ゼロニハチ店）
普通0406075 名義ＹＡＲＣ
郵便局からご送金の場合
番号10250-4060751 名義ＹＡＲＣ

第3号 ２０２０年１月発行

代表世話人 金原瑞人 梨屋アリエ

お問い合わせはメールでお願いします。
jya.sakka@gmail.com

http://jya.iinaa.net

２０１９年１１月末までの会員（50音順敬称略）
石川宏千花、石飛千尋、大島恵真、香谷美季(篠原美季）、片川優子、風野潮、金原瑞人、河合二湖、如月かずさ、木村航、
朽木祥、栗沢まり、黒川裕子、香坂直、神戸遥真、越水利江子、後藤みわこ、こまつあやこ、三辺律子、鹿田昌美、篠原まり、
新城カズマ、しんやひろゆき、代田亜香子、たからしげる、立原透耶、中村浩美、梨屋アリエ、那須田淳、西田登、野沢佳織、
花形みつる、原田勝、藤野恵美、誉田哲也、松山美保、宮下恵茉、森川成美、横山充男、寮美千子、令丈ヒロ子

「日本ＹＡ作家クラブ」会員のインタビュー、Webで公開中 http://jya.iinaa.net
インタビューは「日本ＹＡ作家クラブ」サイトよりと明記があれば図書便りなどに転載ＯＫ

「日本ＹＡ作家クラブ」は、ＹＡ(ヤングアダルト)作品の作家と翻訳家の
有志により２００９年に発足しました。
ＹＡ作品やＹＡ関連の情報を、書店さんや司書さんや先生や読者の皆さん
に広く提供することを目的とした、インターネット上でＰＲ活動をする会です。

CONTENTS

◆ 作家・翻訳家のお気に入り調査隊

藤野恵美さん・代田亜香子さん

◆ ＹＡ読書応援団！

カリヨン文庫さん

◆ 募集とお願い

このニューズレターは、任意団体である日本ＹＡ作家クラブが、
みなさまからの寄付で作成し、無料配布しています。
目的は、（ａ）ＹＡをＰＲする作家と翻訳家の会「日本ＹＡ作家
クラブ」と、ＹＡ（ヤングアダルト）という言葉、概念を知っていた
だき、（ｂ）会員インタビューなどを掲載したウェブサイト
http://jya.iinaa.net を案内すること。
対象は、（１）子どもや若い人たちがＹＡ書籍にふれる環境を
整備できる立場にいる人――具体的には、公共図書館や学
校図書館のスタッフ、教育・福祉関係者、書店員や本に関わり
のある人、（２）その他、購読を希望する機関と個人です。
Ａ３版両面刷りの「紙」版の他に、ＰＤＦファイル版があります。
掲示用の印刷・複製可です。ＰＤＦファイル版は読書活動に関
係する代表のかたにメールで配布しています。どうぞご利用く
ださい。バックナンバーは閲覧用にＷｅｂで公開中です。
この紙面や当会のサイトが、ＹＡ読書に関わるみなさまのお役
に立てればと思います。図書館や学校などでの紙面の展示や
閲覧、配布も大歓迎です。

編集後記
梨屋が世話人をしている読書会ＹＡ*ｃａｆｅに、ある参加者さん
が「こんなニューズレターを図書館のＹＡコーナーで配っていま
したよ」とミニサイズにコピーされたものを持ってきてくださいま
した。それ作ったのわたしです！（笑）
いろいろな場面で活用していただき、大変嬉しいです。
紙面のご感想、ご要望、活用例など、メールやＳＮＳでぜひお聞
かせください。



わたしのお気に入りは、母校である大

阪芸術大学のオリジナルトートバッグ

です。

何年か前に、大学で講演会を行った

ときにいただいたのですが、丈夫で使

い勝手がいいので、愛用しています。

しっかりとしたコットン素材で、形や大

きさがゲラ（校正のために原稿を本と

おなじレイアウトで印刷したもの）を入

れるのにちょうどよく、カフェで仕事をし

たいときには、このバッグにゲラを入れ

て、出かけます。

それから、サイン会や書店まわりのと

きも、バッグのロゴを見て、あ、芸大だ

……と気づいてくれる方もいたりして、

話題のきっかけになるのです。

あるときは、息子の学校行事にこのバ

ッグで行ったところ、ほかの保護者さん

に声をかけられ、実はおなじ大学の卒

業生だった……ということがわかって、

一気に親近感が湧いたのでした。

わたしは高校時代、いわゆる進学校と

呼ばれるところにおり、まわりには偏差

値至上主義みたいものがあったのです

ね。

そんな中で、ひとり、ノートにせっせと

小説を書いていて、創作について専門

的に学びたいと思って、芸大に進むこと

を決めたので、多数派から「変わり者」

扱いをされていたのでした。

しかし、あのとき、まわりに流されず、

自分のやりたい道を選んでよかったな

あ……ということをこのバッグを手にす

るたび、思うのです。

『ふたりの文化祭』（角川文庫）が最

新のY A向け作品です。

『わたしの恋人』『ぼくの嘘』に続く、

おなじ高校を舞台としたシリーズの3

作目です。

今回の主人公のひとりは、友達の少

ない文学少女で、自分の高校時代が

かなり反映されています。

男女の爽やかな友情をテーマとした

青春小説です。

わたしがハマっているのは、「朝活」

です。いえ、実は、いってみたかっただ

けで、ただの願望なのですが。

早起きが苦手なくせに、朝が大好き

です。朝早くから活動するために、高校

生のころは友だちと教会で待ち合わせ

（キリスト教系で教会に行くのがいちお

う校則）、大学のころは早朝英会話の

クラス、会社勤め時代は早朝ヨガを受

講していました。

自然に早起きできるようになりたいと、

あらゆるお楽しみを計画します。モーニ

ング食べながら原稿を読もうとオシャレ

なカフェをチェックしたり（挫折しない

ために打ち合わせを早朝にしてみた

り）、スムージー用の高級ジューサーを

買ったり、朝アイスをストックしたり。

気づいたら食べものばっかりですが、

かなり有効なのは、大好きなパンを買

っておくことです。おいしいパン屋さん

をさがす執念ときたら、これを仕事に生

かせたらといつも思っています。この前、

北海道から買ってきてもらった限定パ

ンが、大ヒットでした。千歳空港にある

ロイズチョコレートワールドでしか売っ

ていない、板チョコをはさんだパンと、

生チョコクロワッサンです。見た目は斬

新ですが、正統派のおいしさでした。こ

ういうパンがあると、楽しみで早起きで

きます。あ、ということで、願望ではなく

いえるお気に入りは、「パン」ってことに

なりますね。

11月に『アナと雪の女王～同時収録

短編 エルサのサプライズ』（小学館）、

12月には『アナと雪の女王２』が出ま

す。もともと大好きだったアナ雪ワール

ドに染まりきった秋冬を過ごしました。

パート２、ものすごくおもしろいです。い

まは頭のなかで、「イントゥ・ジ・アンノ

ウン」がエンドレスリピートしています。

病
気
や
怪
我
で
入
院
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

経
験
者
な
ら
、
退

屈
で
寂
し
い
の
っ
ぺ
り
し
た
時
間
を
思
い
出
せ
る
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
時

代
の
病
室
で
の
唯
一
の
楽
し
み
が
、
本
や
マ
ン
ガ
を
読
む
こ
と
だ
っ
た
と

い
う
大
人
の
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

い
ま
、
病
院
の
子
ど
も
た
ち
は
本
に
で
あ
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

調
べ
て
み
る
と
、
様
々
な
病
院
に
院
内
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
基
本
は
医
学
・
医
療
情
報
で
規
模
は
様
々
で
す
が
、

医
療
従
事
者
の
研
究
の
ほ
か
、
患
者
と
そ
の
家
族
が
病
状
を
理
解
し
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
の
正
し
い
知
識
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
専
門
図
書

館
と
し
て
、
専
任
の
司
書
を
配
置
し
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
、
娯
楽
の
本
や
子
ど
も
の
本
を
揃
え
た
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

て
、
患
者
向
け
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
病
室
を
回
っ
て
本
の

貸
し
出
し
を
し
た
り
す
る
活
動
も
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子
だ
け

で
な
く
、
小
学
高
学
年
や
中
学
生
に
も
本
を
手
渡
そ
う
と
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
い
る
の
な
ら
、
そ
の
活
動
を
見
て
み
た
い
！

と

い
う
こ
と
で
、
調
査
中
に
資
料
で
見
た
カ
リ
ヨ
ン
文
庫
さ
ん
に
ご
連
絡
。

カ
リ
ヨ
ン
文
庫
さ
ん
は
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
で
一
九
八
〇
年

代
か
ら
長
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
材
の
申
し
込
み

を
す
る
と
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
六
年
末
に
現
在
の
さ
い
た
ま

新
都
心
に
移
転
し
て
か
ら
、
小
さ
い
子
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
活
動
の
み
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
病
院
の
方
針
で
現
在
は
本
の
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い

な
い
そ
う
。
え
っ
、
ど
う
し
よ
う
、
Ｙ
Ａ
読
書
応
援
団
の
コ
ー
ナ
ー
な
の

に
Ｙ
Ａ
が
な
い…

…

。
迷
い
ま
し
た
が
、
病
院
の
許
可
を
得
て
二
〇
一
九

年
二
月
に
カ
リ
ヨ
ン
文
庫
さ
ん
の
活
動
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
の
活
動
は
病
院
と
連
携
し
て
い
る
の
で
、
事
前
に
看
護
師

が
患
者
さ
ん
の
希
望
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
看
護

師
の
指
示
を
受
け
て
フ
ロ
ア
の
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
病
室
を
巡
っ
て
い
き
、

集
団
で
な
く
個
別
に
対
応
し
ま
す
。
ベ
ッ
ド
で
聞
く
子
も
い
れ
ば
、
椅
子

に
座
っ
て
聞
く
子
も
い
ま
す
。
希
望
し
て
い
た
の
に
容
態
が
急
変
し
て
キ

ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
学
齢
期
前
の
子
ど
も

た
ち
で
し
た
の
で
、
絵
本
の
ほ
か
に
手
遊
び
や
指
人
形
な
ど
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
付
き
添
い
の
保
護
者
も
そ
ば
で
一
緒
に
聞
い
て
い
ま
す
。
読
む

本
や
人
形
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
準
備
し
て
持
ち
込
ん
だ
も
の
。
次
は

な
に
が
出
る
の
？

ま
る
で
魔
法
の
カ
バ
ン
の
よ
う
で
す
。
読
み
聞
か
せ

終
了
後
、
ど
の
本
を
読
ん
で
ど
う
だ
っ
た
か
の
記
録
を
活
動
ノ
ー
ト
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
訪

れ
る
た
め
、
こ
の
ノ
ー
ト
が
役
に
立
ち
ま
す
。

カ
リ
ヨ
ン
文
庫
さ
ん
は
、
「
外
か
ら
の
空
気
」
を
付
き
添
い
の
保
護
者

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
病
室
で
は
病
児
と
一
対

一
の
状
態
が
続
き
、
付
き
添
い
の
か
た
の
疲
労
も
孤
立
感
も
た
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
吹
き
込
む
一
瞬
の
風
。
読
み
聞
か
せ
は
、
生

身
の
人
と
人
が
物
語
を
介
し
て
新
た
に
向
き
合
え
る
時
間
で
す
。

取
材
中
、
あ
る
お
母
さ
ん
が
廊
下
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
コ
ン
ビ
ニ
の
お

に
ぎ
り
を
わ
し
わ
し
と
口
に
押
し
込
ん
で
、
ま
た
慌
た
だ
し
く
病
室
に
も

ど
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。
患
者
の
子
に
は
病
院
の
食
事
が
あ
り
ま
す
が

付
き
添
い
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
日
も
の
入
院
と
な
れ
ば
本
当
に
大
変
で

す
。
書
店
巡
り
や
公
共
図
書
館
に
子
ど
も
の
本
を
借
り
に
行
く
ほ
ど
の
余

裕
は
と
て
も
持
て
な
い
で
し
ょ
う
。

病
院
の
方
針
で
本
の
貸
し
出
し
を
や
め
た
の
は
、
衛
生
面
を
考
慮
し
て

と
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
院
内
の
、
清
掃
用
カ
ー
ト
と
同
じ
部
屋
に
置
か
れ

た
カ
リ
ヨ
ン
文
庫
の
本
棚
に
は
、
貸
し
出
し
で
き
な
く
な
っ
た
た
く
さ
ん

の
児
童
書
が
、
ブ
ッ
ク
ワ
ゴ
ン
と
と
も
に
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
状
態
の
良

い
本
な
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
室
は
個
室
で
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

も
普
及
し
て
、
病
児
の
過
ご
し
方
は
昔
と
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
面
で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子
に
は
電
子
書
籍
で
児
童
図
書
を
貸
し

出
す
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
が
読
書
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整

備
を
大
人
た
ち
に
す
す
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
を
卒
業

し
た
子
ど
も
た
ち
に
こ
そ
、
次
の
本
に
で
あ
え
る
環
境
が
必
要
で
す
。

カ
リ
ヨ
ン
文
庫

毎
週
木
曜
日
活
動

（
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

その１ 作家の

藤 野 恵 美 さ ん の
お気に入り、おしえてください！！

その２ 翻訳家の

代田亜香子 さ ん の
お気に入り、おしえてください！！

藤 野 恵 美 さ ん の
最近のＹＡ作品のことも

おしえてください！！

代田亜香子 さ ん の
最近のＹＡ作品のことも

おしえてください！！

お気に入り
調 査 隊

第
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ポ
ー
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ア
リ
エ

病室で読み聞かせするボランティア

倉庫で眠る児童書とブックワゴン

「
お
気
に
入
り
調
査
隊
」
は
、
二
年
以
内
に
Ｙ
Ａ
の
新
刊
の
あ
る
会
員
が
「
お
気
に
入
り
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。


